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★★★今月のあなたの運勢★★★ ❷

JAたかさき

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
梅
生
産
部
会
は
７

月
21
日
、
夏
季
剪
定
講
習
会
を
鼻
高

町
の
生
産
者
の
園
地
で
開
き
ま
し
た
。

生
産
者
、
関
係
者
合
わ
せ
て
16
人
が

参
加
し
、
剪
定
や
夏
季
管
理
の
ポ
イ

ン
ト
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
夏
季
剪
定
は
、
樹
勢
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
養
分
蓄
積
、
健
全
な
花
芽
形
成

を
促
し
、
翌
年
の
結

実
安
定
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

　
西
部
農
業
事
務
所

の
小
山
主
幹
が
剪
定

方
法
に
つ
い
て
「
上

部
、
内
部
の
不
要
な

太
枝
を
間
引
く
こ
と
、

骨
格
枝
の
背
面
か
ら

垂
直
に
伸
び
て
い
る

強
勢
な
徒
長
枝
の
剪

定
や
強
大
化
し
た
側

枝
も
間
引
く
よ
う

に
」
と
説
明
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
同
事

務
所
の
狩
野
係
長
が

剪
定
の
実
技
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
狩
野

係
長
は
「
夏
季
剪
定

者
が
４
・
85
㌶
を
作
付
け
。
刈
り
取

り
前
に
は
、
２
回
の
圃
場
検
査
、
下

見
会
や
発
芽
試
験
を
受
け
合
格
。
最

終
検
査
に
向
け
調
製
し
て
出
荷
し
ま

し
た
。
４
５
０
袋
の
契
約
で
し
た
が
、

需
要
に
応
じ
、
出
荷
し
た
４
９
９
袋

全
量
が
種
子
と
し
て
買
い
上
げ
と
な

り
ま
し
た
。
種
子
小
麦
は
、
県
内
に

出
荷
さ
れ
ま
す
。

は
樹
勢
を
弱
め
る
た
め
、
幼
木
、
若

木
、
樹
勢
の
弱
い
樹
で
は
お
こ
な
わ

な
い
。
間
引
く
枝
の
太
さ
は
、
腕
の

太
さ
以
下
を
目
安
と
す
る
」
と
話
し
、

ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
剪
定
の
注
意
点

を
解
説
し
ま
し
た
。
生
産
者
は
栽
培

上
の
疑
問
や
注
意
点
を
質
問
し
、
夏

季
管
理
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
大
類
採
種
圃
組
合

は
７
月
20
日
、
矢
島
町
の
東
部
カ
ン

ト
リ
ー
で
、
種
子
用
の
小
麦
「
ゆ
め

か
お
り
」
を
検
査
し
、
出
荷
し
た
４

９
９
袋
（
１
袋
30
㌔
）
全
量
が
買
い

上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
産
者
や
検
査
員
、
関
係
者
な
ど

合
わ
せ
て
16
人
が
参
加
。
検
査
で
は

水
分
量
や
重
量
を
計
り
、
Ｊ
Ａ
の
農

産
物
検
査
員
が
、
開
口
さ
れ
た
全
て

の
種
子
袋
を
１
袋
ご
と
に

厳
正
に
チ
ェ
ッ
ク
。
穀
刺

し
棒
で
カ
ル
ト
ン
に
取
り
、

形
質
や
色
、
整
粒
歩
合
や

被
害
粒
な
ど
を
確
認
し
格

付
け
し
ま
し
た
。

　
検
査
員
を
務
め
た
Ｊ
Ａ

営
農
部
営
農
課
の
清
水
担

当
は
「
収
穫
時
期
の
降
雨

や
一
部
の
圃
場
で
倒
伏
が

あ
り
、
品
質
が
心
配
さ
れ

た
が
、
生
産
者
が
丁
寧
な

乾
燥
調
製
を
行
い
、
検
査

基
準
を
順
守
し
た
こ
と
で
、

良
質
な
種
子
と
な
っ
た
」

と
評
価
し
ま
し
た
。

　
種
子
麦
は
２
戸
の
生
産

１袋ごとに入念に検査をする検査員

剪定のポイントを確認する生産者

小
麦
種
子
を
検
査
・
全
量
買
い
上
げ

梅
の
夏
季
管
理
と
剪
定
を
学
ぶ



牡羊座 ３/21～４/19❸

JAたかさき

（全体運）身の回りのことを優先。食事の支度や掃除に力を入れるとうれしいことがありそう。健康に関する番組も◎
（健康運）ストレッチで体調が改善。散歩もお勧め
（幸運の食べ物）セロリ

TOPICS

作
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
生
育
を
左

右
す
る
と
解
説
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
㈱
サ
カ
タ
の
タ
ネ
の
前

田
担
当
が
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
主
要
品

種
の
作
型
に
つ
い
て
説
明
。「
早
生
、

中
早
生
、
晩
生
の
特
性
や
収
穫
時
期

を
見
極
め
て
、
適
期
の
播
種
を
す
る

よ
う
に
」
と
助
言
し
ま
し
た
。

田
雑
草
は
、
小
さ
い
時
期
で
な
い
と

除
草
剤
の
効
果
が
低
い
た
め
、
水
田

を
こ
ま
め
に
観
察
し
て
、
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。
雑
草
の

種
類
や
大
き
さ
を
確
認
し
、
除
草
剤

の
散
布
適
期
を
失
し
な
い
よ
う
に
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
26
日
の
八
幡
支
店
で
の
講
習
会
終

了
後
、
隣
接
す
る
水
田
に
、
群
馬
県

が
実
証
試
験
で
設
置
し
た
自
動
給
水

機
を
確
認
し
ま
し
た
。
北
爪
主
幹
が

自
動
給
水
機
の
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
水

位
の
自
動
検
知
と
水
門
開
閉
の
仕
組

み
や
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
７
月
25
日
に
Ｊ

Ａ
本
店
と
中
川
支
店
、
26
日
に
滝
川

支
店
と
八
幡
支
店
で
水
稲
中
期
管
理

講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
90

人
が
参
加
し
、
良
質
米
生
産
に
向
け

て
、
中
干
し
以
降
の
栽
培
管
理
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

　
西
部
農
業
事
務
所
普
及
指
導
課
の

北
爪
主
幹
が
当
面
の
栽
培
管
理
と
し

て
、
水
管
理
や
追
肥
、
雑
草
防
除
、

病
害
虫
対
策
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
中
干
し
と
間
断
か
ん
水
の
時
期
や

効
果
の
説
明
後
、
穂
ば
ら
み
期
以
降

の
高
温
時
の
水
管
理
に
つ
い
て
「
高

温
時
や
フ
ェ
ー
ン
現
象
な
ど
で
、
強

風
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
た

ん
水
と
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
夜
間

か
ん
水
、
か
ん
水
回
数
を
増
や
す
な

ど
、
こ
ま
め
な
水
管
理
を
す
る
こ
と
。

ま
た
、
今
年
は
、
田
植
え
時
期
に
梅

雨
が
明
け
、
猛
暑
と
な
っ
た
。
適
切

な
水
管
理
は
高
温
対
策
と
し
て
有
効

で
あ
り
、玄
米
の
品
質
低
下
を
防
ぐ
」

と
解
説
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
ぐ
ん
ま
肥
料
農
薬
課
の

荒
井
担
当
が
、
水
田
雑
草
の
特
徴
と

見
分
け
方
を
説
明
し
ま
し
た
。「
水

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
野
菜
部
会
は
７
月

22
日
に
Ｊ
Ａ
本
店
で
秋
冬
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
栽
培
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

生
産
者
、
関
係
者
合
わ
せ
て
35
人
が

参
加
し
、
秋
冬
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽

培
注
意
点
や
品
種
特
性
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
西
部
農
業
事
務
所
普
及
指
導
課
の

大
塚
主
任
が
「
育
苗
管

理
で
は
、
日
中
の
温
度

が
上
が
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
換
気
を
十
分
に
行

う
と
と
も
に
、
強
い
直

射
日
光
を
避
け
る
た
め

に
寒
冷
紗
や
遮
光
資
材

で
遮
光
す
る
こ
と
。
発

芽
後
は
徒
長
を
防
ぐ
た

め
、
か
ん
水
は
午
前
中

に
行
い
、
夕
方
の
か
ん

水
は
避
け
る
こ
と
。
ま

た
、
育
苗
後
半
は
か
ん

水
を
控
え
め
に
し
、
硬

く
し
っ
か
り
し
た
苗
を

作
る
よ
う
に
」
と
話
し

ま
し
た
。
初
期
管
理
の

徹
底
に
よ
り
良
質
苗
を

前田担当の説明を聞く参加者

自動給水機を確認する参加者

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
講
習
会
・

初
期
管
理
を
徹
底

良
質
米
の
生
産
に
向
け
管
理
を
徹
底



４/20～５/20牡牛座 ❹

JAたかさき

（全体運）好調運。遊びに行く話には積極的に参加しましょう。おしゃれに時間とお金をかけるのもお勧め。芸術鑑賞にツキ
（健康運）腹八分目で健康に。野菜はたっぷり取って
（幸運の食べ物）サラダカラシナ

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
７
月
29
日
、
本

店
で
秋
ま
き
野
菜
栽
培
講
習
会
を
開

き
ま
し
た
。
生
産
者
74
人
が
参
加
し

土
づ
く
り
か
ら
栽
培
管
理
、
病
害
虫

対
策
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
習
会
は
、
農
産
物
直
売
所
の
品

数
の
充
実
や
品
質
向
上
、
出
荷
者
の

増
加
を
目
的
に
、
年
２
回
開
い
て
い

ま
す
。
県
西
部
農
業
事
務
所
の
大
塚

主
任
が
講
師
を
務
め
、
野
菜
づ
く
り

の
基
礎
知
識
を
説
明
し
ま
し
た
。
大

塚
主
任
は
「
有
機
質
の
施
用
で
、
土

地
の
生
産
力
が
上
が
る
」
と
話

し
、
土
壌
改
良
剤
の
施
用
と
合

わ
せ
、
野
菜
づ
く
り
に
適
し
た

土
の
大
切
さ
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
ヒ
ザ
ワ
種
苗
の
田
島
部
長
は
、

ニ
ン
ジ
ン
の
種
を
配
布
し
、
収

穫
時
期
な
ど
品
種
特
性
を
説
明
。

栽
培
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
発
芽

適
温
は
15
℃
か
ら
30
℃
で
７
・

８
月
に
播
種
は
出
来
る
が
、
暑

す
ぎ
る
と
発
芽
し
な
い
。
夜
温

が
下
が
る
頃
を
目
安
に
播
種
す

る
こ
と
。
ま
た
、
発
芽
に
は
光

が
必
要
な
好
光
性
種
子
の
た
め
、

覆
土
は
１
セ
ン
チ
ほ
ど
と
し
、

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
年
金
友
の
会
は
、

県
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
か
ら
団
体
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　
県
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
は
６
月
22
日

に
前
橋
市
の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
、
第
42
回

群
馬
県
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
の
総
会
を

開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
、

総
会
終
了
後
の
表
彰
式
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
団
体
表
彰
の
部
で
、

６
年
連
続
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
年
金
友
の
会
は
、

事
業
活
動
方
針
に
の
っ
と
り
、
会
役

員
と
Ｊ
Ａ
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

事
業
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
会

の
育
成
に

努
め
、
さ

ら
に
会
員

の
増
強
に

貢
献
し
た

こ
と
な
ど

が
総
合
的

に
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

鎮
圧
し
て
乾
燥
を
防
ぐ
こ
と
。
灌
水

と
と
も
に
、
被
覆
資
材
を
使
用
し
て
、

高
温
と
乾
燥
を
防
ぐ
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
ぐ
ん
ま
肥
料
農
薬
課
の

荒
井
担
当
か
ら
は
、「
肥
料
価
格
が

高
騰
し
て
い
る
が
、
土
壌
診
断
で
肥

料
成
分
の
過
不
足
を
確
認
し
て
ほ
し

い
。
過
剰
施
肥
を
防
ぎ
、
施
肥
量
を

見
直
す
こ
と
で
、
生
産
コ
ス
ト
を
抑

え
ら
れ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
７
月
14
日
か
ら

８
月
５
日
に
か
け
て
、
14
全
支
店
で
、

５
月
の
総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
支
店

等
再
編
計
画
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
支
店
再
編
を
健
全
経
営

へ
向
け
た
重
要
な
課
題
と
と
ら
え
、

管
内
を
４
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
専

門
性
の
高
い
職
員
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
出
向
く
体
制
の
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
組
合
員
や
地
域
の
皆

様
に
貢
献
で
き
る
店
舗
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

塚沢支店　支店再編会議

梅山副会長（左）・大山会長（中央）・反町副会長（右）

熱心に講習を受ける生産者

支
店
等
再
編
計
画
の

説
明
会
開
催

Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
年
金
友
の
会
・

６
年
連
続
最
優
秀
賞
を
受
賞

秋
ま
き
野
菜
の
栽
培
を
学
ぶ



双子座 ５/21～６/21❺

JAたかさき

（全体運）何かにつけてやり過ぎてしまいがち。始める前に自問自答を。計画を立てる慎重さがピンチの回避につながります
（健康運）ハードな運動も楽しめます
（幸運の食べ物）ジャガイモ

お知らせ

アグリセンターから

土壌分析とは、土壌の健康診断のようなものです。
圃場にあった施肥設計は、作物の健全な生育に必要不可欠です。

また、土壌養分に過不足がある場合、
過剰な成分は施用を控え、不足している成分のみの施用にすることで
生産コストを削減できます。

秋冬野菜の栽培に向けて、今の畑の状態を確認してみましょう！

秋冬野菜に向けて…

ｐＨ

石灰

苦土

加里
りん酸

ＥＣ

・ 左記の６項目を分析します。

・ レーダーチャートを参考に土壌改良材の投入量を決定します。

・ 基準値に達している場合でも、他の成分とのバランスによっては
作物が吸収しやすい割合にするために改良材を施用します。

・ 毎回の分析をおすすめします。

・ 分析料金：土壌検体１点につき＿770＿円

・ 作物の生育状況に応じて実施します。
実施をおすすめする例
・ pHが高く、石灰が少ない ⇒ CEC（保肥力）が小さい？
・ ECが非常に高い ⇒ 硝酸態窒素が過剰？
・ 生育不良 ⇒ 鉄・銅など微量要素の過不足？

・分析料金：１項目につき＿660＿円

① 表層土（１～２cm）は取り除き、
作土（15～20cm）を採取

詳しくは東部・北部アグリセンターまで
お問い合わせください。

分析の種類は、大きく分けて２種類！

一般分析は毎作、特殊分析は必要に応じて行うのがおすすめです

★ 特殊分析項目 【土壌】 ★

硝酸態窒素、アンモニア態窒素、可給態窒素、
全窒素、腐植、ＣＥＣ、りん酸吸収係数

可給態ケイ酸、可給態鉄、交換性マンガン
亜鉛、銅、ホウ素、仮比重、三相分布

線虫（ネコブ線虫、ネグサレ線虫）

② 圃場の5地点で行い、
混ぜ合わせる

③ 乾かしてから
袋に入れて提出（300g程度）

作土を採取

土壌の断面

用 水 路

道

路

採土地点

採土しない

ＪＡたかさき



蟹　座 ６/22～７/22 ❻

広報通信から

（全体運）交流が活発化。聞きたくない話もありますが良い話の方が多め。好情報もキャッチできます。うわさ話は控えて
（健康運）よくかんで食べて。脳の働きにも好影響
（幸運の食べ物）ルッコラ



７/23～８/22獅子座❼

広報通信から

（全体運）高め安定運です。おいしい物を食べに行ったり温泉を楽しんだりして。気の置けない人たちと過ごすのがお勧め
（健康運）グループで楽しめるスポーツにツキあり
（幸運の食べ物）サトイモ



乙女座 ８/23～９/22 ❽

agriculture

西部農業事務所より

お知らせ

（全体運）運勢には勢いがあり注目度が高め。外野がうるさく感じられることもありますが味方が大多数です。早めの行動が吉
（健康運）けがに気を付けて。高所での作業は慎重に
（幸運の食べ物）アサリ

水稲栽培後期の管理と適期収穫
　
水
稲
の
後
期
の
栽
培
管
理
に
つ
い

て
、
以
下
に
挙
げ
る
ポ
イ
ン
ト
を
参

考
に
、
適
切
な
水
管
理
、
適
期
収
穫

に
よ
り
品
質
低
下
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

１
　
出
穂
後
の
水
管
理
と
落
水

　
出
穂
後
１
週
間
程
度
は
た
ん
水
と

し
、
そ
の
後
は
間
断
か
ん
水
を
基
本

と
し
ま
す
。
出
穂
後
20
日
間
は
こ
ま

め
な
水
管
理
（
夜
間
か
ん
水
や
か
ん

水
回
数
を
増
や
す
な
ど
）
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
高
温
・
乾

燥
・
強
風
条
件
が
重
な
る
と
き
は
風

が
や
む
ま
で
た
ん
水
を
保
っ
て
く
だ

さ
い
。
落
水
時
期
は
、
出
穂
後
30
日

を
目
安
と
し
ま
す
。
落
水
時
期
が
早

す
ぎ
る
と
、
登
熟
を
阻
害
し
て
収
量

や
品
質
等
の
低
下
を
招
く
た
め
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

２
　
適
期
収
穫

　
収
穫
が
早
す
ぎ
る
と
青
米
や
く
ず

米
の
混
入
が
多
く
な
り
、
反
対
に
刈

り
遅
れ
る
と
胴
割
米
や
着
色
粒
が
混

入
し
や
す
く
な
り
、
品
質
や
食
味
の

低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次
の
３
点

を
参
考
に
総
合
的
に
収
穫
適
期
を
判

断
し
て
く
だ
さ
い
。

と
を
指
し
ま
す
）。
収
穫
適
期
の
目

安
は
、
帯
緑
色
籾
（
図
１
）
が
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」「
ひ
と
め
ぼ
れ
」「
あ
さ

ひ
の
夢
」
で
10
％
、「
ゆ
め
ま
つ
り
」

で
20
％
程
度
で
す
。
全
体
が
黄
色
く

な
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
、
刈
り
遅

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

③
籾
の
水
分
含
量

　
収
穫
適
期
を
判
断
す
る
一
般
的
な

方
法
で
す
。
籾
が
高
水
分
だ
と
収
穫

時
に
機
械
に
詰
ま
り
や
す
く
な
っ
た

り
、
低
水
分
だ
と
砕
け
や
脱
粒
が
多

く
な
る
の
で
、
必
ず
水
分
計
で
籾
の

水
分
含
有
量
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
の
適
期
で
あ
る

25
％
以
下
と
な
っ
て
い
れ
ば
収
穫
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
　
収
穫
時
の
注
意

　
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
収
穫
は
、
籾

の
損
傷
防
止
、
作
業
能
率
の
向
上
な

ど
の
点
か
ら
朝
露
が
消
え
て
か
ら
開

始
し
ま
す
。
ま
た
、
脱
穀
籾
は
水
分

含
量
が
高
く
変
質
し
や
す
い
の
で
、

速
や
か
に
乾
燥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

４
　
乾
燥
及
び
調
製

　
高
水
分
の
籾
を
高
温
で
急
激
に
乾

燥
し
た
り
、
過
度
に
乾
燥
す
る
と
胴

割
米
を
発
生
さ
せ
、
品
質
や
食
味
の

低
下
を
招
き
ま
す
。
籾
水
分
が
18
％

程
度
ま
で
は
通
風
の
み
で
乾
燥
し
、

そ
の
後
は
送
風
温
度
40
～
50
℃
以
下
、

穀
粒
温
度
35
℃
以
下
を
目
安
に
加
温

乾
燥
し
、
定
期
的
に
籾
の
水
分
を
確

認
し
ま
す
。
籾
の
仕
上
が
り
水
分
は

14
・
０
～
14
・
５
％
（
玄
米
で
14
・

５
～
15
・
０
％
）
と
し
、
過
乾
燥
ま

た
は
水
分
過
多
と
な
ら
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
調
製
は
、
米
選
機
の
網
目
を
１
・

80
㎜
以
上
で
屑
米
を
除
去
し
、
整
粒

歩
合
は
80
％
以
上
を
目
標
と
し
ま

し
ょ
う
。

　
稲
こ
う
じ
病
の
罹
病
籾
は
、
玄
米

に
混
入
し
た
場
合
、
等
級
低
下
の
要

因
と
な
り
ま
す
。
調
製
時
に
取
り
除

け
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
出
穂
期

前
の
本
田
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

※
ク
サ
ネ
ム
等
雑
草
種
子
の
混
入
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
事
故
防
止
対
策

①
慣
れ
た
道
で
も
道
幅
や
路
肩
状
態

を
確
認
、
ほ
場
の
出
入
り
に
注
意
す

る②
収
穫
作
業
中
の
詰
ま
り
除
去
・
作

業
前
後
の
点
検
時
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
切
る

③
コ
ン
バ
イ
ン
を
動
か
す
と
き
は
、

周
囲
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
す

る④
「
手
こ
ぎ
」
に
よ
る
巻
き
込
み
を

防
ぐ
た
め
、
手
袋
を
し
な
い
か
、
手

に
密
着
し
た
も
の
を
着
用
す
る

①
出
穂
後
の
積
算
温
度

　
収
穫
適
期
は
、
品
種
ご
と
に
異
な

り
、
出
穂
期
（
ほ
場
に
お
い
て
全
茎

数
の
40
～
50
％
が
出
穂
し
た
日
）
後

の
日
平
均
気
温
の
積
算
に
よ
っ
て
予

測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
表
１
、

表
２
、
気
象
台
の
平
年
気
温
を
使
用

し
て
予
測
）。
出
穂
後
、
高
温
で
経

過
し
た
場
合
は
50
℃
（
約
２
日
）
程

度
適
期
が
早
ま
り
ま
す
。

②
帯
緑
色
籾
歩
合

　
水
田
内
の
数
カ
所
で
平
均
的
な
生

育
を
し
て
い
る

株
の
帯
緑
色
籾

歩
合
を
調
べ
ま

す
（
帯
緑
色
籾

と
は
、
一
部
で

も
緑
色
を
帯
び

て
い
る
籾
の
こ

図１　帯緑色籾

写真１ クサネム

写真２ クサネム種子と精米

表１　出穂後積算温度による成熟期予測（前橋）

表２　平均登熟日数

品種 コシヒカリ
ひとめぼれ あさひの夢 ゆめまつり

積算温度 ℃ 950 1000～1100 1000～1150
成熟期

出
穂
期

8/10 9/17 ― ―
8/15 9/23 9/25～30 9/25～10/3
8/22 10/2 10/5～10 10/5～13
8/29 10/12 10/15～21 10/15～24

品種 ひとめぼれ※1 あさひの夢※2 ゆめまつり※2
平均登熱日数 42 47 50
供試年次 Ｈ21－R3 Ｈ29－R3 Ｈ29－R3

※１　早植え栽培（西部農業事務所　作況調査）
※２　普通期栽培（群馬県農業技術センター稲麦研究センター）

西部農業事務所
普及指導課

農畜産指導係　北爪　雅恵



天秤座 ９/23～10/23❾

広報通信から

園芸研究家●成松　次郎

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
●
檜
山

　靖
洋

（全体運）あれこれ気になって落ち着きませんが上昇運。流れに乗って行けば大丈夫です。迷ったときは初心に返って選択を
（健康運）良好です。動き回った方が気力も充実
（幸運の食べ物）栗

チンゲンサイ　シャキシャキとした歯触りを楽しむ

　
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
（
青
梗
菜
）

は
代
表
的
な
中
国
野
菜
で
、
ビ

タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に

含
み
ま
す
。
日
本
の
野
菜
で
は

「
体
菜
」
に
似
て
い
ま
す
。
中

間
地
で
は
冬
を
除
き
、
春
か
ら

秋
ま
で
栽
培
が
で
き
ま
す
。

［
品
種
］「
青
帝
」（
サ
カ
タ
の

タ
ネ
）、「
ニ
イ
ハ
オ
新
１
号
」

（
渡
辺
農
事
）な
ど
が
あ
り
、「
長

陽
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
夏
賞
味
」

（
武
蔵
野
種
苗
園
）
は
、
暑
さ

に
強
い
夏
向
き
の
品
種
で
す
。

「
シ
ャ
オ
パ
オ
」（
サ
カ
タ
の
タ

ネ
）
は
、
小
さ
い
の
で
丸
ご
と

料
理
に
使
え
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
種
ま
き
の
２
週

間
前
ま
で
に
１
平
方
ｍ
当
た

り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
ま

き
、
酸
度
を
矯
正
し
て
お
き
ま

す
。
１
週
間
前
ま
で
に
堆
肥
１

㎏
と
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成

分
10
％
）
１
０
０
ｇ
を
施
し
、

土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す

（
図
１
）。
次
に
、
幅
１
ｍ
程
度
、

高
さ
５
㎝
程
度
の
栽
培
床
を
作

り
ま
す
。

［
種
ま
き
］
一
般
に
は
じ
か
ま

き
し
ま
す
。
高
温
期
の
春
夏
ま

き
で
は
条
間
20
㎝
、
株
間
20
㎝
、

秋
ま
き
で
は
条
間
15
㎝
、
株
間

15
㎝
に
１
カ
所
４
、
５
粒
を
点

ま
き
し
ま
す
（
図
２
）。
発
芽

ま
で
土
が
乾
か
な
い
程
度
に
灌

水
（
か
ん
す
い
）
を
し
、
発
芽

後
は
土
が
乾
い
た
ら
水
を
た
っ

ぷ
り
与
え
ま
す
。
な
お
、
ポ
リ

マ
ル
チ
を
使
う
と
、
生
育
の
促

進
に
加
え
、
土
が
葉
の
間
に
入

る
の
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
苗
作
り
を
す
る
に
は
、
小
型

ポ
ッ
ト
や
連
結
ポ
ッ
ト
で
本
葉

３
、
４
枚
の
苗
に
仕
立
て
ま
す

（
図
３
）。

　
種
ま
き
（
植
え
付
け
）
後
は

防
虫
ネ
ッ
ト
で
ト
ン
ネ
ル
を
作

り
、
害
虫
か
ら
保
護
し
ま
す
。

ま
た
、
べ
た
が
け
は
発

芽
促
進
と
害
虫
の
防
止

に
な
る
た
め
、
１
カ
月

程
度
被
覆
す
る
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。

［
間
引
き
］
１
回
目
は

発
芽
ぞ
ろ
い
後
、
込
み

合
っ
て
い
る
株
を
除
き
、

２
回
目
は
本
葉
２
、
３

枚
の
頃
に
２
本
、
３
回

目
は
本
葉
５
、
６
枚
で

１
本
に
し
ま
す
（
図
４
）。

［
病
害
虫
防
除
］
基
本
は
防
虫

ネ
ッ
ト
で
害
虫
防
除
を
し
ま
す

が
、
農
薬
で
は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ

に
は
粘
着
く
ん
液
剤
な
ど
、
ア

オ
ム
シ
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
に
は
ト

ア
ロ
ー
水
和
剤
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
Ｂ

Ｔ
剤
を
使
用
し
ま
す
。
長
雨
の

と
き
は
、
べ
と
病
や
白
さ
び
病

が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
株
間

を
少
し
広
め
に
取
り
ま
す
。

［
収
穫
］
草
丈
15
～
20
㎝
く
ら

い
、
尻
が
張
り
始
め
た
頃
に
、

地
際
か
ら
切
り
取
っ
て
収
穫
を

始
め
ま
す
（
図
５
）。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地

を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　
夏
の
高
気
圧
が
南
へ
後
退
す
る
初
秋
の
頃
、
雨

の
日
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
秋
入
梅

（
あ
き
つ
い
り
）
で
す
。
秋
の
長
雨
、秋
霖
（
し
ゅ

う
り
ん
）
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
本
州
付
近
に
秋
雨

前
線
が
停
滞
し
、
ま
る
で
梅
雨
の
よ
う
な
天
気
に

な
り
ま
す
。

　
梅
雨
の
時
期
は
、
夏
の
高
気
圧
の
へ
り
を
回
る

湿
っ
た
空
気
が
日
本
の
南
西
か
ら
流
れ
込
み
ま
す
。

こ
の
た
め
、
西
日
本
を
中
心
に
大
雨
が
降
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
一
方
、
秋
の
長
雨
は
、
本
州
南
岸

沿
い
の
前
線
に
向
か
っ
て
、
北
東
か
ら
冷
た
い
空

気
が
流
れ
込
み
、
関
東
な
ど
東
日
本
で
雨
量
が
多

く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
６
月
と
９
月
の
平
年

の
降
水
量
を
比
べ
る
と
、
鹿
児
島
や
大
阪
は
６
月

の
方
が
多
く
、
東
京
や
仙
台
は
９
月
の
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
雨
前
線
が
停
滞
し
て
い
る
と
き
に
台
風
が
近

づ
く
と
、
場
所
に
よ
ら
ず
大
雨
に
な
り
ま
す
。
前

線
に
よ
る
雨
の
降
り
方
も
強
ま
り
、
最
後
に
台
風

本
体
の
雨
雲
も
か
か
る
た
め
で
す
。
前
線
＋
台
風

＝
大
雨
の
方
程
式
は
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

秋
入
梅

イラスト：小林裕美子

イラスト：服部新一郎

【訂正とお詫び】
2022年８月号の本コラムの内容に誤り
がありました。
図５
　誤「�開帳性」�　正「�開張性」
ここに訂正しお詫び申し上げます。



蠍　座 10/24～11/22 �

広報通信から

野菜もの知り百科
土壌医●藤巻　久志

ヘルス＆ビューティー 健康科学アドバイザー●福田　千晶

（全体運）心配事は杞憂（きゆう）に終わりそう。会話の機会を多く持つよう心がけて。おけいこ事やセミナー参加にツキ
（健康運）冷えに注意。おなかや下半身は特にガードを
（幸運の食べ物）新ショウガ

　貧血とは血液中のヘモグロビンが減った状態です。
ヘモグロビンは酸素を吸着して全身に運搬するので、
貧血になると体内の酸素が不足して、息切れや立ち
くらみ、ふらつき、疲労感、動悸（どうき）や息切
れ、意欲低下などの症状を感じることがあります。
　さらに肌や爪や髪にも貧血の影響が及びます。顔
色が悪くなる、肌の染みができる、ニキビができや
すい、爪が変形したり折れやすくなる、抜け毛など
が現れることもあります。つまり、貧血は全身状態
を悪くする上に、美容の大敵でもあるのです。
　貧血の原因は、いろいろありますが、女性は月経
により血液が失われるため、貧血になりやすいとい
えます。他にも胃腸の病気で出血が続いていたり、
悪性腫瘍など重篤な病気で貧血になる可能性もあり
ます。まずは、定期的な健康診断で貧血の有無を調
べ、貧血の人は医療機関を受診し原因を調べましょ
う。
　鉄は血液中のヘモグロビンの材料なので、鉄が欠
乏するとヘモグロビンが十分には作られず貧血にな
ります。貧血になりやすい女性がダイエットや偏食
などで摂取する鉄が足りないと鉄欠乏性貧血が起こ

りやすくなります。
　食品の鉄には２種類あり、動物性食品の赤身肉（豚
肉、牛肉など）、レバー、魚介類に含まれる「ヘム
鉄」は体内での吸収率が良いのでお薦めです。農作
物の小松菜やホウレンソウなど緑黄色野菜や豆類に
含まれる「非ヘム鉄」は体内での吸収率が低めです。
しかし、「非ヘム鉄」も一緒にビタミンＣや肉類な
どのタンパク質を摂取すると吸収率が上がり、効率
良く鉄を吸収でき
ます。暑い時期は
サッパリ系の炭水
化物中心の食事が
多く、鉄不足に
なっていた人も多
いはずです。この
時期に食生活を見
直し、バランスの
良い食事で貧血の
予防や対策を心が
けましょう。

貧血は美容の大敵。体調不良の原因にも

　
化
学
合
成
農
薬
は
日
本
で
は
第
２
次
世

界
大
戦
後
か
ら
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
食
糧
難
を
克
服
す
る
の
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９
６
２
年
に

レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
著
『
沈
黙
の
春
』

が
刊
行
さ
れ
る
と
、
農
薬
の
毒
性
や
残
留

性
な
ど
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
は
天
然
物
由
来
の
有
効
成
分
で
有
機

栽
培
に
も
使
用
で
き
る
農
薬
も
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
無
農
薬
栽
培

を
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
耕

種
的
防
除
と
い
う
病
害
虫
が
発
生
し
に
く

い
栽
培
技
術
を
用
い
ま
す
。
適
期
適
作
や

輪
作
、
有
機
物
施
用
の
土
づ
く
り
、
抵
抗

性
品
種
の
使
用
な
ど
で
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
病
や
ア
オ
ム
シ
な
ど
の
病
害

虫
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
は
、
被
害
が

ほ
と
ん
ど
な
い
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
を
栽
培
す

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
ツ
ル
ム
ラ
サ

キ
は
名
前
の
よ
う
に
つ
る
が
紫
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
つ
る
が
緑
色
の
青
茎
種
と

紫
色
の
赤
茎
種
が
あ
り
ま
す
。
両
種
と
も

葉
の
付
け
根
に
濃
い
紫
色
の
実
が
な
る
こ

と
か
ら
、
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
の
名
前
が
付
き

ま
し
た
。

　
青
茎
種
は
江
戸
時
代
初
期
、
赤
茎
種
は

明
治
時
代
に
渡
来
し
ま
し
た
。
青
茎
種
の

花
は
白
色
、
赤
茎
種
は
薄
紫
色
で
す
。
青

茎
種
は
食
用
に
、
赤
茎
種
は
観
賞
用
に
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
温
暖
地
で
は
４
月
下
旬
に
種
ま
き
す
る

と
11
月
ま
で
長
期
間
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
短
日
性
で
秋
に
な
る
と
花
穂
を

付
け
ま
す
が
、
茎
葉
が
堅
く
な
ら
な
い
う

ち
は
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
で
暑
さ
に
強
く
、
青

物
が
少
な
い
夏
場
に
重
宝
し
ま
す
。
骨
を

作
る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
３

倍
以
上
含
み
、
疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
る

ビ
タ
ミ
ン
類
も
豊
富
で
す
。

　
葉
が
肉
厚
で
柔
ら
か
く
、
生
で
サ
ラ
ダ

に
も
で
き
ま
す
が
、
少
々
土
臭
さ
が
あ
り

ま
す
。
加
熱
す
る
と
粘
り
が
出
て
、
土
臭

さ
も
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
お
ひ
た

し
や
あ
え
物
、
炒
め
物
な
ど
に
利
用
で
き

ま
す
。

ツルムラサキ
（ツルムラサキ科
ツルムラサキ属）

イラスト：宮下めい子

イラスト：吉田静佳
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Q小林先生の法律相談 A
　
長
い
間
設
定
さ
れ
た
ま
ま
の
抵
当

権
な
ど
の
担
保
権
が
あ
る
と
、
不
動

産
取
引
の
障
害
と
し
て
、
そ
の
担
保

権
の
抹
消
登
記
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
担
保
権

の
抹
消
登
記
に
は
、
不
動
産
所
有
者

と
担
保
権
者
と
の
共
同
で
登
記
申
請

を
す
る
の
が
原
則
で
す
。
抹
消
に
つ

い
て
共
同
申
請
に
協
力
し
て
も
ら
え

な
い
時
に
は
、
訴
訟
手
続
き
に
よ

り
、
担
保
権
者
に
対
し
て
担
保
権
の

抹
消
手
続
き
を
せ
よ
と
の
判
決
を
得

（全体運）運勢は波乱含み。気を引き締めていきましょう。大事なことは念を入れて確認を。連絡手段の確保も重要です
（健康運）関節のケアを。腰のストレッチも欠かさずに
（幸運の食べ物）ミョウガ

て
、
こ
の
判
決
に
基
づ
い
て
、
所
有

者
が
単
独
で
抹
消
登
記
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
担
保
権

者
が
自
然
人
で
死
亡
し
て
い
る
か
否

か
不
明
、
担
保
権
者
が
死
亡
し
て
い

る
が
そ
の
相
続
人
が
不
明
、
ま
た
は

相
続
人
が
判
明
し
て
い
る
が
そ
の
所

在
が
不
明
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
担
保
権
者
が
法
人
で
代
表
者

の
生
死
が
不
明
な
時
、
法
人
が
清
算

さ
れ
消
滅
し
て
い
る
場
合
に
は
清
算

人
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

清
算
人
が
誰
で
あ
る
か
や
清
算
人
の

所
在
が
判
明
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
裁
判

に
よ
る
解
決
は
、
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
担
保
権
者
の
所
在
が

判
明
し
な
い
場
合
、
従
前
の
不
動
産

登
記
法
で
は
、
公
示
催
告
の
手
続
き

を
経
て
除
権
判
決
に
よ
り
、
担
保
権

登
記
を
抹
消
す
る
方
法
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
手
続
き
で
は
、

当
該
担
保
権
者
の
所
在
を
追
跡
調
査

す
る
こ
と
も
大
変
な
労
力
を
必
要
と

す
る
ほ
か
、
権
利
行
使
催
告
に
一
定

期
間
の
経
過
を
必
要
と
す
る
等
時
間

も
か
か
り
ま
し
た
。
公
示
催
告
に
よ

る
解
決
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
休
眠
担
保
を
抹
消
す
る
も
う
一
つ

の
方
法
と
し
て
、
①
弁
済
供
託
に
よ

る
担
保
権
の
抹
消
が
あ
り
ま
す
。
被

担
保
債
権
の
弁
済
期
か
ら
二
〇
年
を

経
過
し
、
被
担
保
債
権
、
利
息
、
損

害
金
等
を
全
額
供
託
し
た
場
合
に
は
、

単
独
で
休
眠
担
保
権
を
抹
消
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
か
な
り
古
い

担
保
権
で
、
債
権
額
が
少
額
の
場
合

に
は
、
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
債
権
額
が
大
き
い

場
合
に
は
、
こ
の
手
続
き
は
使
え
ま

せ
ん
。
②
さ
ら
に
、
不
動
産
登
記
法

で
は
、
被
担
保
債
権
の
消
滅
に
係
る

情
報
を
提
供
し
た
場
合
に
も
、
休
眠

担
保
を
単
独
で
抹
消
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
を
使
え
る
の

は
、
債
権
証
書
や
、
債
権
の
弁
済
の

領
収
書
な
ど
が
あ
る
極
め
て
例
外
的

な
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
担

保
権
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、

①
②
の
規
定
を
利
用
出
来
る
の
は
、

従
前
の
実
務
上
は
担
保
権
者
で
あ
る

法
人
に
つ
い
て
、
商
業
登
記
簿
、
法

人
登
記
簿
に
記
載
が
な
く
、
か
つ
閉

鎖
し
た
登
記
簿
も
保
存
期
間
二
〇
年

を
経
過
し
て
存
在
し
な
い
場
合
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
、
使

い
勝
手
が
悪
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
の
不
動
産
登
記
法

の
改
正
に
よ
り
、
法
人
登
記
の
清
算

国
債
の
ご
案
内

■中期利付国債（５年）
　入札日　令和４年９月13日㈫
■中期利付国債（２年）
　入札日　令和４年９月29日㈭
■長期利付国債（10年）
　入札日　令和４年10月４日㈫

利率、募集期間、その他詳しくは
本支店窓口にお問い合わせ下さい。

Question

人
等
に
つ
い
て
一
定
の
調
査
を
し
て

も
、
法
人
の
清
算
人
の
所
在
が
不
明

で
清
算
人
と
共
同
で
担
保
権
の
抹
消

登
記
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
は
、
被
担
保
権
の
弁
済
期
か
ら
三

〇
年
を
経
過
し
、
か
つ
当
該
法
人
の

解
散
の
日
か
ら
三
〇
年
を
経
過
し
た

時
は
、
法
人
の
清
算
人
と
共
同
で
は

な
く
単
独
で
抹
消
登
記
の
申
請
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
担
保
権

者
が
法
人
で
、
長
い
時
間
が
経
過
し
、

事
実
上
権
利
が
消
滅
し
た
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
単
独
で
担
保
権
の

抹
消
登
記
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
が
広

が
り
ま
し
た
。
こ
の
改
正
法
は
、
令

和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

　長い間実行されない担保
権（休眠担保）がある場合に、
不動産登記法の改正により、
休眠担保権を抹消するための
特例が認められたと聞きます
が、どのようなものですか？
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　支店から あれこ れ

（全体運）努力が実を結び結果を出せます。さらに上を目指して歩みを進めましょう。意思表明すれば協力者も集まるはず
（健康運）夜更かしは控えて。規則正しい生活で安泰
（幸運の食べ物）アマエビ

　
今
回
は
、浜
尻
町
に
あ
る「
浜

尻
天
王
山
古
墳
」
を
紹
介
さ
せ

－中川支店－

浜尻天王山古墳

て
頂
き
ま
す
。

　
現
在
の
古
墳
は
、
周
囲
を
住
宅
に

囲
ま
れ
て
草
木
が
生
い
茂
り
、
墳
丘

の
形
が
分
か
り
難
い
で
す
が
、
６
世

紀
後
半
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
で
、

高
崎
市
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
後
円
部
に
は
横
穴
式
石
室
が
あ
る

の
で
は
？
と
想
定
さ
れ
て
い
て
、
調

査
の
際
に
は
円
筒
埴
輪
や
人
物
や
動

物
の
形
象
埴
輪
が
確
認
さ
れ
、
築
造

当
時
の
埴
輪
が
並
べ
ら
れ
た
古
墳
の

姿
を
想
像
で
き
ま
す
。

　
本
来
は
、
円
形
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
墳
丘
の
上
部
は
平
坦
に
さ
れ
、
諏

訪
神
社
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
南
側
に
は
、
鳥
居
と
石
灯
籠
が

置
か
れ
、
参
道
と
な
る
石
段
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
境
内
に
は
明
治
四
一
年
に
周
辺
で

近
衛
兵
団
が
行
っ
た
演
習
を
当
時
、

皇
太
子
だ
っ
た
大
正
天
皇
が
総
覧
さ

れ
た
場
所
を
記
念
し
た
聖
蹟
碑
や
、

庚
申
塔
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
周
囲
に
は
、
桜
の
木
が
植
え
ら
れ
、

春
は
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
他
、

江
戸
時
代
の
年
号
が
刻
ま
れ
た
道
祖

神
、
如
意
輪
観
音
や
馬
頭
観
音
、
明

治
時
代
の
征
露
記
念
の
門
柱
が
あ
る

な
ど
、
地
域
の
人
々
に
親
し
み
あ
る

場
所
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

（
中
川
支
店
通
信
員
）

ＪＡファームたかさき通信
ＪＡファームたかさきでは、新規就農者の受入れ・研修・相談・作業見学を随時行っています。
連絡は営農部営農課（TAC）まで。　☎０２７－３５２－５１２６

９月・10月作業予定
ブロッコリー・キャベツ苗管理 ９月 ネギ収穫・管理 ９月・10月
青梗菜（夏双子）の播種・定植 ９月・10月

○新規農業者や野菜の播種から収穫・出荷作業など、農業に興味がある方大募集
　お問い合わせ　☎０２７－３５２－５１２６　ＪＡファーム（担当：深澤）



１/20～２/18� 水瓶座

お　知　ら　せ INFORMATION

（全体運）目先の利益にとらわれず大局を見て。実力発揮の好機。大胆な作戦も吉と出ます。これまでの経験を生かすとき
（健康運）筋トレなど目標を決めて。ハードな運動も◎
（幸運の食べ物）カボチャ

金融共済部 資金課から



魚　座 ２/19～３/20 �

お　知　ら　せ INFORMATION

金融共済部 推進課から経済部 開発相談課から

（全体運）不安を感じるなら取りやめを。先読みがさえています。周囲の動きに惑わされず淡々とやるべきことを進めて
（健康運）消化の良い物をチョイス。発酵食品にツキ
（幸運の食べ物）レタス

経済部 特販直売課から

《
日
　時
》

●
９
月
９
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
９
月
22
日
㈭
　
午
後
１
時
30
分

●
10
月
12
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分

●
10
月
28
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
弁
護
士
》

●
ゆ
う
あ
い
綜
合
法
律
事
務
所

　
・
弁
護
士
　
小 

林 

優 

公

無
料
法
律
相
談
日

《
日
　時
》

●
９
月
16
日
㈮
　
午
後
２
時
～

●
10
月
21
日
㈮
　
午
後
２
時
～

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
税
理
士
》

●
干
川
会
計
事
務
所

　
・
税
理
士
　
干 

川 

芳 

男

《
予
約
・
問
合
せ
》

　
経
済
部
　
開
発
相
談
課

※ 

ど
ち
ら
の
ご
相
談
に
関
し
て
も
予
め

電
話
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
５
２

－

５
２
９
２

無
料
税
務
相
談
日

年金無料相談会年金無料相談会
「年金」について、疑問はありませんか？

☎027－361－6497
開催時間９：00～12：00

新高尾支店９月17日（土）
開催店舗

☎027－352－5550
開催時間９：00～12：00

大類支店10月１日（土）
開催店舗

☎027－325－1375
開催時間９：00～12：00

塚沢支店10月15日（土）
開催店舗

年金の専門家（社会保険労務士）を招いて
個別に相談を承ります。



　毎回多数の応募を頂いております 
「ＪＡだより頭の体操」の賞品は、ＪＡ
オリジナル商品「高崎うどん」を毎回
抽選で５名の皆様にお
贈りします。高崎産小麦
100％のこだわりのうど
んを是非御賞味下さい。

（尚、当選者には引換券
をお送りしますので、お
近くの「グル米四季菜館」
でお取換え願います。）

今月の問題組合員のみなさま、全員が応募出来ます。

数独
出題●ニコリ

JAだより頭の体操

⓯

応募のお知らせ

ルール

理
事
会
だ
よ
り

８
月
26
日
㈮
開
催

議
　事

第
１
号
議
案
　 

令
和
４
年
度
８
月
末
仮
決
算
の

実
施
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　 

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
要
領
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　 

Ａ
エ
リ
ア
基
幹
店
舗
候
補
地
の

決
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　 

職
員
数
の
減
少
に
伴
う
新
採
用

職
員
の
二
次
募
集
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　 

経
営
実
績
の
月
例
検
討
に
つ
い

て
　
ま
だ
ま
だ
残
暑
は
厳
し
い
も
の

の
、
９
月
に
入
り
朝
晩
が
涼
し
く

な
り
、
少
し
ず
つ
秋
の
気
配
を
感

じ
ま
す
。

　
23
日
は
「
秋
分
の
日
」
昼
の
長
さ
と
夜
の
長

さ
が
ほ
ぼ
同
じ
に
な
り
、
夏
か
ら
秋
に
季
節
が

変
わ
り
始
め
る
頃
と
な
り
ま
す
。
過
ご
し
や
す

い
気
候
に
な
り
ま
す
の
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」

「
読
書
の
秋
」
な
ど
、
秋
の
季
節
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

阿久津町
川鍋　和代 様
大八木町
髙橋　賢治 様

８月号の当選者
おめでとうございます

並榎町
小杉モト子 様
日高町
飯塚　時司 様

南大類町
新井　正一 様 （今月の応募数25通）

◆応募方法
　　E‒MAIL・ＦＡＸ・郵便ハガキのいずれか

の方法でご応募下さい。
　　必要事項（答え、住所、氏名、電話番号）

を記入の上、下記あて先までお送り下さい。
正解者の中から抽選で５名のみなさんに、
ＪＡオリジナル「高崎うどん」をプレゼント
します。ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想
をお待ちしております。
◆あて先
　（E‒MAIL）homepage@takasaki.jagunma.net
　（Ｆ Ａ Ｘ）027－352－7104
　（ハ ガ キ）〒370－0018　高崎市新保町1482

ＪＡたかさき「ＪＡだより頭の体操」係
◆締め切りと正解者発表
　　９月15日の消印まで有効とし、正解者発表

は10月号に掲載予定です。
【個人情報の取扱い】

　ご応募戴いたE‒MAIL・ＦＡＸ・ハガキは、
抽選と商品発送以外の目的には使用いたしま
せん。

⑴�　空いているマスに、１から９まで
の数字のどれかを入れます。
⑵�　タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、
太線で囲まれた３×３のブロック（そ
れぞれ９マスあるブロックが９つ）
のいずれにも１から９までの数字が
１つずつ入ります。

■二重枠に入った数字の合計はいくつ？

◆ 　　　　　　　　　　 ◆
先月号の答え
ＡＢＣＤＥ
アワオドリ



�

発
行
人
／
堀
米
　
　
登
　
住
　
所
／
高
崎
市
新
保
町
1
4
8
2

編
　
集
／
編
集
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
0
2
7（
3
5
2
）5
2
8
8
㈹

発
　
行
／
　 高
崎
市
農
業
協
同
組
合

〒
3
7
0
－
0
0
1
8

材 料

組
合
員
に
寄
り
添
い
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
た
か
さ
き

シェフ永井のおすすめ

茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフ

永
井
　
智
一

（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

米…………………… 400ｇ

鶏がらスープ……… 400ml

トウモロコシ………… １本

塩……………… 小さじ1/2

しょうゆ………… 小さじ１

４人分

9
JA
た
か
さ
き
9
月
号
（
第
3
5
5
号
）

2
0
2
2
年
9
月
1
日
発
行

作
り
方
　
❶
米
を
研
ぎ
、
ざ
る
に
あ
げ
て
お
く

（
20
分
）。

❷
炊
飯
器
に
①
の
米
、
鶏
が
ら
ス
ー
プ
、
塩
、

し
ょ
う
ゆ
を
入
れ
て
20
分
浸
す
。

❸
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
皮
を
む
い
て
２
等
分
に
し
、

実
を
外
し
て
芯
と
一
緒
に

炊
飯
器
に
入
れ
て
炊
き
上

げ
る
（
写
真
下
）。

❹
炊
き
上
が
っ
た
ら
芯
を

取
り
出
し
よ
く
か
き
混
ぜ
、

器
に
盛
り
付
け
出
来
上
が

り
。

　
今
回
は
下
滝
町
に
お
住
ま
い
の
大
塚
一
吉

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
大
塚
さ
ん
は
32
歳
の
時
に
脱
サ
ラ
し
、
有

機
農
業
を
始
め
て
今
年
で
36
年
目
に
な
り
ま

す
。
現
在
は
約
２
㌶
の
田
畑
で
約
40
種
類
の

野
菜
や
米
麦
の
栽
培
を
し
て
お
り
ま
す
。
他

に
も
約
１
５
０
羽
の
平
飼
い
採
卵
鶏
が
お
り
、

こ
の
鶏
糞
で
作
っ
た
堆
肥
を
ほ
ぼ
全
農
地
に

利
用
し
、
栽
培
し
た
安
心
安
全
の
農
産
物
を

提
携
し
て
い
る
消
費
者
に
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

　
大
塚
さ
ん
は
日
本
の
有
機
農
業
の
発
展
に

も
大
変
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
農
業
研
修
生
の

受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

国
内
は
も
ち
ろ
ん
、ｗ
ｗ
ｏ
ｏ
ｆ
（
ウ
ー
フ
）

と
い
う
仕
組
み
を
利
用
し
海
外
20
か
国
か
ら

も
有
機
農
業
体
験
や
研
修
を
希
望
す
る
方
の

受
け
入
れ
を
し
て
お
り
、
学
び
の
場
を
世
界

中
の
方
へ
提
供
し
て
お
り
ま
す
。（
現
在
は

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
休
止
中
）
ま
た
、
全
耕

作
面
積
に
占
め
る
有
機
農
業
の
取
組
面
積
の

割
合
を
、
現
状
の
０
・
６
％
か
ら
２
０
５
０

年
ま
で
に
25
％
に
す
る
と
い
う
農
水
省
の

【
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
】
の
動
向

を
見
極
め
て
い
き
た
い
と
も
仰
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
に
よ
る
後
継

者
不
足
や
農
地
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
対

策
が
重
要
だ
と
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
益
々
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
滝
川
支
店
通
信
員
）

有
機
農
法
で
食
と
緑
を
守
る

ー
下
滝
町
　大
塚
一
吉
さ
ん
ー

トウモロコシの
炊き込みご飯


